
別冊（その３） 

 

※ご利用前に必ずお読み下さい。 

 

防衛装備庁電子入札・開札システムを利用して防衛装備庁にインターネット技術を

活用した電子的な入札書等の提出を行うためには、下記「防衛装備庁電子入札・開

札システム利用規約」に同意いただくことが必要です。本システムの利用前に下記

規約を十分にお読み下さい。また、本システムの利用のために防衛装備庁以外の使

用許諾者が存在するオープンソースソフトウェア（※）を使用するに当たっては、

当該ソフトウェアの使用許諾者が定める使用許諾条件に同意の上、使用するものと

します。当該ソフトウェアの使用許諾条件は、別紙をご確認ください。本システム

を利用された方は、下記規約及び当該ソフトウェアの使用許諾条件に同意したもの

とみなされます。何らかの理由により下記規約及び当該ソフトウェアの使用許諾条

件に同意できない場合は、本システムのご利用をお断りします。 

※この製品には Apache Software Foundation（http://www.apache.org/）、Jaxen 

Project (http://www.jaxen.org/)、SAXPath Project (http://www.saxpath.org/)

が開発したソフトウェアが含まれています。 

 

記 

 

防衛装備庁電子入札・開札システム利用規約 

 

（目的） 

第１条 本規約は、装備施設本部電子入札・開札システム（以下「本システム」とい

う。）を利用する場合に必要な事項について定めるものとする。 

 

（著作権） 

第２条  本システムが利用者に対し提供するコンテンツ（オープンソースソフトウェ

アは除く）は、防衛装備庁が保有しており、国際著作権条約及び日本国の著作権関

連法令によって保護されています。 

 

  （禁止事項） 

第３条  本システムの利用に当たっては、次に掲げる行為を禁止します。 

 一 本システムを防衛装備庁への入札手続以外の目的で使用すること。 

 二  本システムに対して、不正にアクセスすること。 

 三  本システムの管理及び運営を故意に妨害すること。 

 四  本システムに対して、ウィルスに感染したファイルを送信すること。 

 

（本システムにより提出できる入札書等） 

第４条  

 一 入札書及び見積書（以下「電子入札書」という。）とし、金額内訳を提出する

場合の内訳書を含みます。 

 二  当該入札に参加する者に求める義務を満たすことを証明する証明書及び総合評

価落札方式における提案書（以下「証明書等」という。）とし、本システムによ



る提出を可能としている案件に限ります。 

 

（利用可能な時間帯） 

第５条 

 一  電子入札書及び証明書等の受付時間は、本システムの運営スケジュールに示す

時間帯とします。 

 二  本システムに関する電話によるお問合わせ受付時間は、本システムの運営スケ

ジュールに示す時間帯とします。また、電子メールによるお問合わせは２４時間

受付けますが、回答については、翌日（平日に限る。）以降となる場合がありま

す。 

 三  上記にかかわらず本システムの保守等の必要があるときは、防衛装備庁は、利

用者への事前の通知を行うことなく、本システムの運用の停止、休止、中断等を

行うことができるものとします。 

 

（利用資格者） 

第６条 

 一 本規約に同意し、導入説明書に定める利用申請の手続を行い、防衛装備庁が承

認した者（利用者）を利用資格者とします。 

 二  本規約に同意し、導入説明書に定める年間委任申請又は都度委任申請を行い、

正当権利者が承認した者（代理人又は復代理人）を利用資格者とします。 

 

（利用資格者の有効期間） 

第７条 

 一 導入説明書に定める利用者申請の手続を行い、防衛装備庁が承認した者の有効

期間は、防衛装備庁が承認した日から本システムに登録された電子証明書の有効

期間までとします。ただし、電子証明書が失効した場合は、失効直前までとなり

ます。 

 二 導入説明書に定める年間委任申請又は都度委任申請を行い、正当権利者が承認

した者の有効期間は、委任状の委任期間とします。ただし、電子証明書が失効し

た場合は、失効直前までとなります。 

 

（利用できる電子証明書） 

第８条  導入説明書に定める認証局が発行した電子証明書とします。 

 

（電子入札書等の提出権限を有する者） 

第９条 

 一 導入説明書に定める年間委任申請又は都度委任申請の手続により、代理人又は

復代理人を設定していない場合は、第６条第１項の利用資格者が提出権限を有し

ます。 

 二 導入説明書に定める年間委任申請又は都度委任申請の手続により、代理人が設

定された場合は、復代理人が提出権限を有します。   

 三 第６条第２項の利用資格者に代理人又は復代理人が複数存在する場合におい

て、いずれかの者が入札書を提出した場合、他の者は当該案件における提出権限



を失います。 

 

（入札金額の入力） 

第１０条  

 一 電子入札書の金額は日本国通貨とします。 

 二 入力する入札金額の税込み又は税抜きの別については、公告又は通知によるも

のとします。 

 

（電子入札書の提出及び受付締切時間） 

第１１条  

 一 電子入札書は入札書受付締切時間までに提出を完了する必要があります。提出

の完了は、「入札書受付通知書」が表示された時点（本システムが電子入札書の

到着を確認できた日時）とします。 

 二 提出した電子入札書は引き換え、変更又は取消をすることはできません。 

 三 内訳書は電子入札書に添付することとしＡ４判横とします。 

 四 内訳書は必ずウィルスチェックを行ってウィルスが発見されなかったファイル

を添付することとします。ウィルスに感染した添付ファイルを送信した場合は、

無効となり再提出を認めません。 

 五 電子入札書は、正当な提出権限を有する者による電子署名がされ、有効な電子

証明書を付したものとします。 

 

 （証明書等の提出及び受付締切時間）  

第１２条 

 一 証明書等はそれぞれの受付締切時間までに提出を完了する必要があります。 

提出の完了は、「証明書等受付通知書」が表示された時点（本システムが証明書

等の到着を確認できた日時）とします。 

 二 提出した証明書等の引き換え、変更又は取消をすることはできません。 

 三 証明書等は添付ファイルとして提出することとします。 

 四 証明書等の形式は、個々の案件で指定された形式とします。 

 五 送信可能な添付ファイルの容量は１ＭＢ以下とします。 

 六  証明書等を送信する場合は、必ずウィルスチェックを行ってウィルスが発見さ

れなかったファイルを添付すること。ウィルスに感染した添付ファイルを送信し

た場合は、無効となり再提出を認めません。 

 七  証明書等は、正当な提出権限を有する者による電子署名がされ、有効な電子証

明書を付したものとします。 

 

 （開札時間における待機） 

第１３条 電子入札書を提出した者は、開札時に開札場所に立ち会う必要はありませ

んが、開札時間にはパソコンの前で待機して、開札状況を確認してください。開札

結果が再入札の場合は、速やかに再度の電子入札書の提出又は辞退のいずれかの意

思表示を行わなければなりません。再度の入札における受付締切時間までに電子入

札書の提出が完了しない場合は、辞退したものとみなします。 

 



（電子証明書等の管理） 

第１４条 

 一 利用資格者が使用する電子証明書及び秘密鍵は、利用資格者ご本人の責任にお

いて厳重に管理するものとし、漏洩の可能性があれば速やかに電子証明書を発行

した認証局に失効手続を行ってください。 

 二 防衛装備庁では、当該利用資格者の電子証明書及び秘密鍵による入札手続が行

われたものは、全て当該利用者の意思によるものとみなします。 

 

（利用資格者における危機管理の必要性） 

第１５条 

 一 利用資格者が使用するパソコン、通信機器及び回線等が正常に稼動する環境の

確保は利用資格者の責任です。入札業務の重要性から、これらの機器等のバック

アップを準備しておくことを推奨いたします。バックアップの機器等においても

事前の接続確認を行っておく必要があります。 

 二  ネットワーク事情等により、電子入札書等の提出に時間がかかることがありま

す。あらかじめ、本システムが提供するシステム接続確認機能で、利用資格者が

利用する環境で電子入札書等の提出にかかる時間を把握することを推奨いたし

ます。 

 

（障害対応） 

第１６条  障害が発生した場合の対応方法については、以下の方法により対応いたし

ます。 

 一 本システムにおいて障害の発生及び障害の復旧時には、防衛装備庁の電子入

札・開札システムのお知らせにて、障害内容及び障害復旧予定時刻等を掲示しま

す。 

 二 前項によるお知らせがない場合はヘルプデスクに連絡し、システム障害が発生

しているかの確認を行ってください。システム障害が発生していない場合、利用

資格者側の環境で障害が発生している可能性がありますので、環境を再確認して

ください。 

 三 本システムにおいて障害が発生し、障害発生時刻から障害復旧時刻の間に電子

入札書及び証明書等の受領締切日時が設定されていた場合又は開札日時が設定

されていた場合等において、障害復旧後に受領締切日時を変更する場合がありま

すので、調達案件情報又は日時変更通知書にて確認してください。 

 

（免責事項） 

第１７条 

 一 利用資格者が使用するパソコン、通信機器及び回線等が正常に稼働する環境の

確保は利用資格者の責任とします。 

 二  防衛装備庁の責によらないパソコン、通信機器及び回線等の障害等により、入

札書等の提出が遅延もしくは不能となった場合、本システムが利用資格者のパソ

コンにＷｅｂ形式で表示する情報が、表示遅延又は表示不能となった場合、その

ために生じた損害について防衛装備庁は責任を負いません。 

 三  本システムの利用に当たり、電子証明書及び秘密鍵による本人確認の手続を行



った上で利用資格者本人と認めて取り扱いを行った場合は、パソコン、電子証明

書及び秘密鍵等につき偽造、変造、盗用、不正使用又はその他の事由により使用

者が利用資格者本人でなかった場合でもそれらによって生じた損害について防

衛装備庁は責任を負いません。 

四  災害・事変等防衛装備庁の責に帰すことのできない事由により本システムの利

用が遅延もしくは不能となった場合、そのために生じた損害について防衛装備庁

は責任を負いません。  
 

（利用規約の変更） 

第１８条 

 一 防衛装備庁は、本利用規約の内容を変更する場合は、利用資格者への事前の通

知を行うことなく、本利用規約を変更又は新たな条項を追加できるものとしま

す。 

 二  前項により本利用規約の変更後に、利用資格者が本システムの使用を継続する

ときは、利用資格者は変更又は追加後の条項に同意したものとみなされます。 

 

（無断リンクの禁止） 

第１９条  防衛装備庁に無断での防衛装備庁電子入札・開札システムへのリンクを禁

止します。 

 

（準拠法及び管轄裁判所） 

第２０条 

 一 本利用規約には、日本法が適用されるものとします。 

二 本システムの利用に関して紛争が生じたときは、東京地方裁判所を第一審の専

属的合意管轄裁判所とします。 



別紙 オープンソースソフトウェア使用許諾条件 

・Jaxen Software License 

Copyright (C) 2000-2002 bob mcwhirter & James Strachan. All rights reserved. Redistribution and use in source and 

binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions, and the following 

disclaimer.  

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions, and the 

disclaimer that follows these conditions in the documentation and/or other materials provided with the 

distribution.  

3. The name "Jaxen" must not be used to endorse or promote products derived from this software without prior 

written permission. For written permission, please contact license@jaxen.org.  

4. Products derived from this software may not be called "Jaxen", nor may "Jaxen" appear in their name, without 

prior written permission from the Jaxen Project Management (pm@jaxen.org).  

In addition, we request (but do not require) that you include in the end-user documentation provided with the 

redistribution and/or in the software itself an acknowledgment equivalent to the following: "This product includes 

software developed by the Jaxen Project (http://www.jaxen.org/)." Alternatively, the acknowledgment may be graphical 

using the logos available at http://www.jaxen.org/.  

THIS SOFTWARE IS PROVIDED ``AS IS'' AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 

LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE Jaxen AUTHORS OR THE PROJECT CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 

DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 

LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 

BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 

STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 

THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the Jaxen Project and was

 originally created by bob mcwhirter and James Strachan . For more information on the Jaxen Project, please see 

http://www.jaxen.org/. 



・SAXPath Software License 

Copyright (C) 2000-2002 werken digital. All rights reserved. Redistribution and use in source and binary forms, with or 

without modification, are permitted provided that the following conditions are met:  

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions, and the following 

disclaimer.  

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions, and the 

disclaimer that follows these conditions in the documentation and/or other materials provided with the 

distribution.  

3. The name "SAXPath" must not be used to endorse or promote products derived from this software without 

prior written permission. For written permission, please contact license@saxpath.org.  

4. Products derived from this software may not be called "SAXPath", nor may "SAXPath" appear in their name, 

without prior written permission from the SAXPath Project Management (pm@saxpath.org).  

In addition, we request (but do not require) that you include in the end-user documentation provided with the 

redistribution and/or in the software itself an acknowledgment equivalent to the following: "This product includes 

software developed by the SAXPath Project (http://www.saxpath.org/)." Alternatively, the acknowledgment may be 

graphical using the logos available at http://www.saxpath.org/. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED ``AS IS'' AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 

LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE SAXPath AUTHORS OR THE PROJECT CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR 

ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 

NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 

BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 

STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 

THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.  

This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of the SAXPath Project and was 

originally created by bob mcwhirter and James Strachan . For more information on the SAXPath Project, please see 

http://www.saxpath.org/. */ 



・The Apache Software License, Version 1.1 

Copyright (c) 2000 The Apache Software Foundation.  All rights reserved. 

 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without  

modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright 

   notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 

   notice, this list of conditions and the following disclaimer in 

   the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

 

3. The end-user documentation included with the redistribution, 

   if any, must include the following acknowledgment: 

      "This product includes software developed by the 

       Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)." 

   Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself, 

   if and wherever such third-party acknowledgments normally appear. 

 

4. The names "Apache" and "Apache Software Foundation" must 

   not be used to endorse or promote products derived from this 

   software without prior written permission. For written 

   permission, please contact apache@apache.org. 

 

5. Products derived from this software may not be called "Apache", 

   nor may "Apache" appear in their name, without prior written 

   permission of the Apache Software Foundation. 

 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED ``AS IS'' AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED 

WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 

OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE APACHE SOFTWARE FOUNDATION OR 

ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 

SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 

LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 

USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 

OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 

OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 

SUCH DAMAGE. 

==================================================================== 

This software consists of voluntary contributions made by many 

individuals on behalf of the Apache Software Foundation.  For more 

information on the Apache Software Foundation, please see 

<http://www.apache.org/>. 

 

Portions of this software are based upon public domain software 

originally written at the National Center for Supercomputing Applications, 

University of Illinois, Urbana-Champaign. 


